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本日のおはなし

● 総合防災センターについて

● 大規模災害時における
防災センターの役割について

● 意識の醸成について



堺市総合防災センターについて

地域防災力を高める拠点 令和4年4月1日開設

総合訓練棟
RC造 地下2階地上5階建

屋外訓練場

水難救助訓練棟
RC造 地上3階建

救助訓練棟
S造 地上6階建

災害活動支援棟
S造 地上2階建

防災啓発施設
RC造一部S造 地上2階建



◆ 堺市総合防災センター来館者数

合 計 体験コースあり 体験コースなし イベント等

R4 49,176 人 28,652 8,456 12,068

R5 57,868 人 35,259 10,473 12,136

◆ 目標値

R4から5年間
年間来館者数 5万人維持

今後の検討内容

• 消防局管内在住者の来館数増加
• 自主防災組織等の来館数増加
• 魅力的なイベント企画

施設利用状況



◆ 堺市総合防災センター来館者数（9月30日時点）

合 計 体験コースあり 体験コースなし イベント等

R5 24,349 人 16,302 4,949 3,098

R6 30,778 人 18,327 8,816 3,635

施設利用状況

体験コース利用状況

消防局管内 団体別利用者数（体験コース利用あり）※R6.9.30時点

合 計 自主防
災組織

自治会 小学校 中学校
高校
専門
大学

幼・保
こども
園など

福祉
施設

企業
事業所

行政
機関

消防関
連団体

その他 個人

R5 8,485
308
(4%)

119
(1%)

3,016
(36%)

203
(2%)

251
(3%)

418
(5%)

674
(8%)

424
(5%)

169
(2%)

77
(1%)

363
(4%)

2,463
(30%)

R6 9,289
121
(1%)

374
(4%)

3,369
(36%)

31
(1%)

103
(1%)

443
(5%)

856
(9%)

918
(10%)

484
(5%)

55
(1%)

4
(1%)

2,531
(27%)



来館者推移
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消火体験地震体験

実災害に近い状況下での学習 「真・体験」コース

災害時の判断力や観察力を身につける



真・体験コース



災害種別コース



その他コース・団体コース



利用者満足度

満足度 80 %以上



大規模災害時における防災センターの役割について

【所在地】

堺市美原区阿弥129番地４

【敷地面積】

約18,900㎡

【施設概要】

防災啓発施設、総合訓練棟、救助訓練棟、

水難救助訓練棟、災害活動支援棟、屋外訓練場

円滑な受援体制の確立

消防・防災力の強化

地域の連携強化・地域防災を担う人材育成



堺市総合防災センター配置図
敷地面積：約18,900㎡
建築面積：約 4,300㎡
延床面積：約 7,800㎡

○実火災訓練や煙中・熱気訓練、各種救助訓練など高度な消防訓練を行
う訓練施設

【主な設備】
実火災訓練室、煙中熱気訓練室、燃焼実験室、低所救出訓練場、
訓練用非常用エレベーター、竪穴救助訓練場、洞道訓練室、
消防用設備体験室、鑑識室、煙暗闇訓練室

総合訓練棟
地上５階・地下２階建

○ロープ渡過やはしご登はん等、基本的な救
助技術訓練を行う施設

救助訓練棟
地上６階建

○平常時は、常駐隊が勤務する施設で、備蓄倉庫には災害時
の資機材や生活用品を保管

○災害時は、備蓄物資の配送拠点としての機能を有する
○大規模災害時は、緊急消防援助隊の車両集結場所、隊員の
待機・宿泊場所となる

【主な設備】
備蓄倉庫、車庫、事務室、会議室、仮眠室、食堂

災害活動支援棟
地上２階建

○消防活動における水難救助訓練を行う施設
【主な設備】
潜水プール(水深８ｍ)、更衣室、採暖室
屋外プール(25ｍ×3レーン)、指導員室

水難救助訓練棟
地上２階建

○放水訓練、消防車運転技能訓練、消防団の操法訓
練などの屋外訓練が可能

【主な設備】
雨水を循環利用する訓練用貯水槽、放水壁、
移動式消火栓、震災救助訓練場、臨時離着陸場、
運転技能訓練場

屋外訓練場

○体験型の防災学習施設
○ガイドスタッフが案内するツアー体験コースを実施
○子どもから大人まで楽しく学び、地震、風水害、火災等あらゆる
災害に対ししっかり備えることが可能

【主な設備】
ガイダンスシアター、災害体験コーナー、ホワイエ、
防災情報コーナー、救命学習ルーム、管理室、会議室、無線機室

防災啓発施設
地上２階建









ご理解のほどよろしくお願いいたします



27 November 2024

Attention

~ 東日本大震災 ~
2011年,3月11日, 14:46 PM
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意識の醸成について



27 November 2024

宮城

(7)

福島

(6)

栃木

(6) 茨城

(6)

岩手

(6)

（震度）

2009年1月1日時点で、

今後30年以内に起こる可能性のあっ

た地震発生地域の中で一番確率が

高かった宮城県沖（東日本大震災の

震源地）の地震発生確率

○％



南海トラフ大地震の発生確率

○％ ~ ○%

10年以内 ○％

20年以内

30年以内

○％

50年以内 ○%






